平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　清流の国づくり推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）   　

環境生活部　地球環境課　水環境担当　                         

電話番号：058-272-1111（内2699）
   

E-mail：c11264@pref.gifu.lg.jp 　　　　　　　　　　　　　　　
	事業費


要求額：632千円（前年度予算額：667千円）

	事業内容


	１　事業の内容


県内の豊かで美しい河川・水辺を、森・川・海をつなぐ流域全体の共通財産として県民総参加で守り育み「清流ぎふ」として誇れる水環境を創出する。

（１）県民による河川調査の実施
特別な機材を使わずにできる「感覚による川の評価方法」を用いて、地域の河川の状況調査を県民自ら行い、現状を評価・確認する活動を、年間を通して全県で実施し水質保全意識を高揚し県民運動につなげる。　
（２）清流調査隊による生活排水対策　
地域の河川の状況を県民自ら評価・確認し、家庭生活で実施できる水質保全活動等に取り組んでもらう「清流調査隊」を、特に環境基準不達成の多い流域の住民に対して公募する。生活排水対策によって、流域で連帯して清流を守る意識を高め、新たな持続的な環境保全活動に取り組み、県民運動につなげる。
（３）「清流ぎふの水辺」の保全、普及　
多様な生態系を有し、環境保全に配慮された水辺を、「ぎふ・ふるさとの水辺」として認定しているが、「名水百選」「岐阜の名水」も対象に含め、優れた水環境の保全を図るため、定期的に水辺の状況確認、ホームページ等による普及啓発を実施し、水辺で活動する団体に対する助言、指導を行う。
（４）全国排水対策連絡協議会・伊勢湾関係会議　
他県と連携した生活排水対策の推進や、東海３県１市（名古屋市）による伊勢湾の水質改善のために協議会、普及啓発活動を実施する。
	２　所要経費


（１）県民による河川調査の実施                   162千円
（２）清流調査隊による生活排水対策               341千円
（３）「清流ぎふの水辺」の保全、普及              86千円
（４）全国排水対策連絡協議会・伊勢湾関係会議      43千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
	２　これまでの取組状況


（１）県民による河川調査の実施
地域の河川を見つめ直し、水環境への興味を高めるために、誰にでも出来る河川の調査手法として、調査用紙の配布等により環境保全団体、生活学校などに普及を進めている。
（２）清流調査隊による生活排水対策
平成21年から募集を開始し、都市河川を中心として地域住民による清流調査隊を編成し、各家庭での生活排水対策や、川の状況調査を実施している。その他にも生活排水対策や水環境に関する講座を実施しており、水環境保全意識の高揚を図っている。
（３）「清流ぎふの水辺」の保全、普及
平成17年度から開始した「ぎふ・ふるさとの水辺」の認定は32箇所の水辺を認定し、岐阜県の水質保全のシンボルとして広く紹介している。
	３　これまでの取組に対する評価


（１）県民による河川調査の実施
環境保全団体や生活学校、また小中学校の水生生物調査（カワゲラウオッチング）とあわせて実施されており、身近な水環境を調べる方法の1つして少しずつ利用されつつある。
（２）清流調査隊による生活排水対策
出前講座の実施や生活排水対策の普及資材（キッチンスクレーパー）の配布により、家庭での取り組みを推進しているが、地域河川に水質改善の効果が現れるには時間がかかるため、より多くの地域に活動を拡大するとともに、活動を継続し経過を見守る。
（３）「清流ぎふの水辺」の保全、普及
県内の優れた水環境の掘り起こしとしては一定の効果を上げたが、認定による地域へのメリットが十分ではないため、名水百選や岐阜の名水50選を含めたより良い活用方法の検討を進める。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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